
全
道
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
会

　

全
道
の
青
年
、
女
性
漁
業
者
が
集

ま
り
、
日
頃
の
活
動
を
発
表
す
る
第

　

回
全
道
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流

57会
（
北
海
道
・
北
海
道
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
主
催
）
が
１
月　

日
、
札
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幌
市
で
行
わ
れ
、白
川
浩
治
さ
ん（
美

国
町
）
が
美
国
・
美
し
い
海
づ
く
り

協
議
会
が
行
っ
て
い
る
国
の
環
境
・

生
態
系
保
全
活
動
支
援
事
業
に
よ
る

磯
焼
け
対
策
に
つ
い
て
、
活
動
実
績

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
交
流
会
は
、
漁
業
者
が
日
頃
の

活
動
実
績
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
相

互
の
知
識
の
交
流
と
活
動
意
欲
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
活
動
の
内
容

を
全
道
に
普
及
し
、
沿
海
漁
業
の
振

興
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
全
道
か
ら
９
団

体
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

白
川
さ
ん
は
、『
漁
業
者
と
ダ
イ
バ

ー
と
の
共
生
に
向
け
て　

―
海
藻
の

!!

森
が
あ
る
、
美
し
い
海
づ
く
り
へ
の

新
た
な
試
み
―
』
と
題
し
、
漁
業
者

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ダ
イ
バ
ー
が
協
力

し
、
茶
津
地
区
、
厚
苫
地
区
の
２
カ

所
で
行
っ
て
い
る
ウ
ニ
の
生
息
密
度

調
査
や
潜
水
で
の
ウ
ニ
の
除
去
の
様

子
、
除
去
後
の
調
査
の
結
果
か
ら
海

藻
の
繁
茂
が
確
認
さ
れ
た
成
果
な
ど
、

映
像
を
交
え
な
が
ら
発
表
。
さ
ら
に
、

今
後
の
持
続
的
な
藻
場
の
保
全
活
動

の
必
要
性
を
訴
え
、
美
国
の
海
と
漁

業
の
魅
力
を
町
内
外
に
広
く
発
信
し

て
い
き
た
い
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
に
よ
り
、
同
協
議
会

の
取
り
組
み
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
こ
と
は
、
藻
場
再
生
に
取
り
組
む

漁
業
関
係
者
等
に
と
っ
て
大
き
な
励

み
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か

の
成
果
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

北
海
道
磯
焼
け
対
策
連
絡
会
議

　

ま
た
、
翌　

日
、
平
成　

年
度
全

20

23

道
磯
焼
け
対
策
会
議
が
同
会
場
で
開

催
さ
れ
、
当
町
か
ら
東
し
ゃ
こ
た
ん

漁
業
協
同
組
合
神
哲
治
副
組
合
長
、

同
漁
協
職
員
な
ど
５
人
が
出
席
、
全

道
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
漁
協
関
係
者

や
市
町
村
、
研
究
機
関
な
ど
、
２
０

０
人
の
参
加
者
を
前
に
、
美
国
・
美

し
い
海
づ
く
り
協
議
会
を
中
心
に
行

わ
れ
て
い
る
藻
場
再
生
に
向
け
た
取

組
み
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

神
副
組
合
長
は
、「
除
去
し
た
ウ
ニ

の
再
利
用
法
な
ど
課
題
は
あ
る
が
、

積
丹
町
の
財
産
で
あ
る
海
を
守
る
た

め
藻
場
の
再
生
・
保
全
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

昨
年
、　

月　

日
に　

歳
で
亡
く

12

27

90

な
ら
れ
た
元
町
議
会
議
員
の
故
竹
谷

榮
造
さ
ん
（
美
国
町
）
に
、
野
田
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
叙
位
・
正
六
位
が

贈
ら
れ
、
２
月　

日
、
松
井
町
長
か

10

ら
妻
の
弘
子
さ
ん
に
仏
前
で
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

竹
谷
さ
ん
は
、
昭
和　

年
６
月
に

28

旧
美
国
町
議
会
議
員
に
初
当
選
、
昭

和　

年
に
積
丹
町
が
誕
生
し
て
か
ら

31
昭
和　

年
ま
で
の　

年
に
わ
た
り
、

57

29

町
議
会
議
員
と
し
て
本
町
の
自
治
の

発
展
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
昭
和　

年
３
月
か
ら
昭
和

48

　

年
９
月
ま
で
は
副
議
長
と
し
て
議

56会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
ほ

か
、
積
丹
町
農
業
委
員
会
会
長
、
美

国
町
漁
業
協
同
組
合
組
合
長
理
事
、

北
後
志
森
林
組
合
組
合
長
な
ど
数
々

の
要
職
の
歴
任
と
、
基
幹
産
業
の
振

興
に
も
貢
献
さ
れ
、
平
成
９
年　

月
11

３
日
に
は
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を

受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
前
の
ご
功
績
を
称
え
、
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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 藻
場
再
生
へ
の
取
り
組
み
ををををををををををを
発発発発発発発発発発
表表表表表表表表表表
発
表

　
元
町
議
会
議
員

故
 
竹
 谷
 榮
 造
さ
ん
（
美
国
町
）
へ
　

　
　

叙
　
位
　
伝
　
達
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東しゃこたん漁協

佐藤智治さん（美国町）が

青年漁業士に

地域の中核となりうる青年漁

業者に対して与えられる北海道

青年漁業士に、佐藤智治さん（38

歳：美国町）が認定され、１月

19日、札幌市で行われた授与式

で、高原道副知事から認定書が

授与されました。

授与式では、佐藤さんが、新

漁業士13人（指導漁業士９人、

青年漁業士４人）を代表し、「先

輩の指導を受けながら、必要な

知識や技術を身につけ、北海道

の漁業の発展のために尽くしま

す。」と力強く決意を述べました。

佐藤さんのほか、町内では、

神哲治さん（指導漁業士・美国）、

横山弘明さん（指導漁業士・日司）、

友杉共見さん（青年漁業士・余別）

が漁業士として活躍されていま

す。
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　国際書道協会が主催する第43回

全国学生書道展「中学校３年生の部」

で美国中学校３年

佐々木亨君が最高賞を受賞しました。

　「豊かな緑を未来に残そう」をテー

マに、小学生から高校生、各学年ごと

に課題文字が示され、道内外から合計

6，301点（内中学生1，648点）の応募が

ありました。

　１月24日に、佐々木君が通う町内の

書道教室で、受賞の報告が行われ、「何

度も練習し、自分でも納得のいく作品

となった。最高賞を受賞できたのは、

熱心にご指導くださった先生のおかげ

です。」と感謝の気持ちを述べました。

練習がんばった！

　全国学生書道展で
最高賞受賞　

　　佐々木　亨君（美国中３年）

竿 管潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅

～楽しかったシュノーケリング～

　　　小 澤 一 平君（美国小４年）が

作文で特別賞受賞

　生命の源である水や海をテーマに作文や詩などを

全国で公募する「ざぶん賞」（ざぶん賞実行委員会主

催）で、美国小学校４年小澤一平君が特別賞を受賞

し、２月15日、井平教育長から賞状とともに副賞が

手渡されました。

　８月に友達と参加した少年教室での野外体験につ

いて、「海の色々な生き物をみんなで集め、先生がそ

の生き物の説明をしてくれた。シュノーケリングで

とてもきれいな海を見て、ずっときれいでいてほし

いと思った。」など、小澤君の思いが込められた作文

は、海や自然の大切さについ

て考えさせる作品として評価

され、全国の小中学生から応

募された6，504

通の中からの受

賞となりました。

議
案
第
１
号

　

平
成　

年
度　

積
丹
町
一
般
会
計

23

補
正
予
算
（
第
９
回
）

　

昨
年
よ
り
積
雪
・
降
雪
量
と
も
に

増
え
て
い
る
状
況
か
ら
道
路
除
雪
費

の
増
額
や
、
国
の
補
助
事
業
の
内
定

に
伴
う
、
教
職
員
住
宅
整
備
事
業
な

ど
、
現
行
予
算
に
６
、
４
７
６
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を　

億
９
、
４
７
９
万
８
千
円
と
す

26
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

　平成24年第２回積丹町議会臨

時会が２月20日招集され、議案

１件が審議され、同日閉会しま

した。

　そのあらましについてお知ら

せします。

平成24年

第２回積丹町議会臨時会

News議会ニュース

竿 管潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅

平成23年度降雪量・積雪深状況
（㎝）

積雪深降雪量区　分

170672２月19日現在

133640前 年 同 期

27.8％増5.0％増対 前 年 比

113546過去３年間の
平 均

積丹町長選挙　　　　　

　日程決まる
  
告示日　５月29日（火）

  　 　  
兼
献
験

券
献
鹸投票日　６月３日（日）

　積丹町選挙管理委員会は、任
期満了に伴う積丹町長選挙の投
票日を、６月３日とすることを
決めました。
　今回の選挙は、町政を託す人
を選ぶ大切な選挙です。違反の
ない明るい選挙にしましょう。
　積丹町選挙管理委員会

（緯44－2111）

３月19日から役場庁舎の電話番号が
　ダイヤルイン（直通電話）方式に変わります！
　これまでの役場（庁舎）の代表番号（４
４－２１１１）に加え、役場の各担当課に
直接電話をかけることができる「ダイヤル
イン方式」へ３月19日（月）から移行する
こととなりました。
　これまでは、代表電話から各担当課へ取
り次ぐ方法でしたが、これにより、用件の
ある課に直接電話をかけることができます。
担当する課が分からない場合などは、これ
までどおり代表番号（４４－２１１１）に
おかけください。
　また、ＩＰ電話番号についても、同じ番
号に変更となりますので、おかけ間違いの
ないようご注意ください。

役場企画課

電話（IP）番号課・係名

４４－２１１２総 務 課

４４－２１１３住民福祉課

４４－２１１４企 画 課

４４－２１１５教育委員会

４４－３３８０議会事務局

４４－３３８１商工観光課

４４－３３８２農林水産課

４４－３３８３建 設 課

４４－３３８４税 務 課

４４－３３８５出 納 室

４４－３３８６車 両 係




